
株式会社 東武ストア 様
Hyper-V+ブレードサーバ「PRIMERGY BX900」先行導入事例

東京、埼玉、千葉を中心に展開する食品スーパー、東武ストア。地域のお客様に密着したサービスを支えているのは本社と店舗間
の情報共有です。その基盤となっている基幹システムの老朽化に伴い、IT 全般統制の強化、インフラ最適化を目的に、ブレードサー
バ「PRIMERGY BX900」を中核にプラットフォームを刷新。その際、コスト削減のニーズに応えるべくHyper-V による開発環境の
仮想化を実現しました。従来と同じテストを仮想環境を利用して実施することで、テスト作業を大幅に効率化し、その結果システム
全体の導入コストを削減できました。

業　　　　種  :  食品スーパーマーケット
ハードウェア  :  開発環境（仮想環境）  :  PCサーバ PRIMERGY RX300 S5
　　　　　　　 本番環境  :  ブレードサーバ PRIMERGY BX900、ストレージETERNUS DX80
ソフトウェア  :  Windows Server 2008 （Hyper-V）、サーバの自動化・可視化ソフトウェアServerView Resource Coordinator VE

導入事例概要

課　題 効　果

サーバリプレースのたびに発生していた
調達コストを、仮想化技術を適用し削減したい

データベースのバージョンアップに伴う
アプリケーションの動作検証を効率的に実施したい

基幹システム刷新を契機に、
IT 全般統制の強化とインフラ最適化を図りたい

Hyper-Vと「PRIMERGY RX300 S5」により開発サーバを従来の4台から
1台に集約、開発環境の構築コストを1/3に。次回のサーバリプレースに
おいても、物理サーバを立てる必要がなく迅速な対応が可能に。

新しいデータベース環境（SQL Server 2005）を仮想環境上に構築し、
既存アプリケーションの動作を検証。移行手順の確認もでき、
運用環境の構築がスムーズに。

ブレードサーバによるSANブート構成を実現し、バックアップ、
リカバリの統合を実現。またインフラ最適化により
バッチ処理時間も約 30％短縮。

背 景
情報共有により本社と店舗の間に
情報の壁をつくらない

　

　

　

　

導入のポイントとパートナー選定

コスト削減実現への提案力や
コミュニケーション力も評価して富士通を選択

　

　

　

ブレードサーバ「PRIMERGY BX900」を中核に基幹システムを刷新
Hyper-Vによる開発環境の仮想化で導入コストを削減
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会社概 要

本社所在地：東京都板橋区上板橋3丁目1番1号
代  表  者：代表取締役社長   玉置 富貴雄
従業員数： 769名
店  舗  数：55店（平成21年11月末日現在）
事業内容：生鮮・食品を中心とするスーパーマーケット
U　R　L ： http://www.tobustore.co.jp/

株式会社東武ストア

PFS 構成図

導入のプロセスと仮想化の導入効果
本番環境での作業時間を大幅に短縮、
開発環境の構築コストも従来の 1/3 に

　

　

 

　

　

　

　

 

運用システムの効率化

SANブートによる業務継続性の向上、
バッチ業務の処理時間も約 30％削減

 

今後の展望


